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特集

　町では、観光という意味からも、

さまざまな景観づくりの取組みを進

めてきました。

　特に北海道洞爺湖サミットを契機

に「洞爺湖町環境基本条例」（平成

20年４月1日施行）を制定し、環境

の保全や景観の保持を行い、後世に

引き継ぐことを決めました。

　現在道路や住宅の庭先ではきれい

な花が咲き、観光に訪れた人だけで

なく、地域住民も和ませてくれてい

ます。

　花があふれている町は、町民の誇

りであり、観光客にとっても大きな

喜びとなります。

　しかし花での景観づくりは、行政

だけでなく、町民皆さん一人ひとり

の取組みに支えられなければ、進ん

でいきません。

　日常生活に根ざした個人の活動が、

洞爺湖温泉だけでなく、町全体に広

がることで、おもてなしとして、大

きな効果を生みだします。

　今回は、洞爺地区で長年花での景

観づくりを、積極的に取組んできて

いる皆さんの活動を紹介し、町の景

観づくりについて考えたいと思いま

す。

　町では、観光という意味からも、

さまざまな景観づくりの取組みを進

めてきました。

　特に北海道洞爺湖サミットを契機

に「洞爺湖町環境基本条例」（平成

20年４月1日施行）を制定し、環境

の保全や景観の保持を行い、後世に

引き継ぐことを決めました。

　現在道路や住宅の庭先ではきれい

な花が咲き、観光に訪れた人だけで

なく、地域住民も和ませてくれてい

ます。

　花があふれている町は、町民の誇

りであり、観光客にとっても大きな

喜びとなります。

　しかし花での景観づくりは、行政

だけでなく、町民皆さん一人ひとり

の取組みに支えられなければ、進ん

でいきません。

　日常生活に根ざした個人の活動が、

洞爺湖温泉だけでなく、町全体に広

がることで、おもてなしとして、大

きな効果を生みだします。

　今回は、洞爺地区で長年花での景

観づくりを、積極的に取組んできて

いる皆さんの活動を紹介し、町の景

観づくりについて考えたいと思いま

す。
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地域をいっぱいの花で明るく地域をいっぱいの花で明るく地域をいっぱいの花で明るく

田中 義啓さん
（富　丘）

宮内八千代さん
（財　田）

　田中さんは、自宅の前の道路沿いの約200

㍍両側に、マリーンゴールド、サルビア、べコ

ニアなどの鉢植え約170個のプランターを設

置しています。

　例年４月中旬頃から準備をはじめ、６月下旬

頃１日かけて自宅の周りに設置します。

　20年ほど前に、「富丘地区を少しでも明る

くできれば」と思って始めたのがきっかけで、

現在まで毎年

続けています。

　そのほか旧

富丘小学校の

跡地に建てら

れた「学舎の

跡」の記念碑

にも花壇をつ

くり整備を続

けています。

　「これから

も元気なうち

はずっとやり

続けたい」と

意欲的に語っ

てくれました。

　「病気をして落ち込んでいる時に、このまま

ではだめだ」と決心して始めたのが、花で庭を

飾ることでした。それから13年毎年続けてき

ています。

　現在は、自宅の前の道路沿いの花壇に2500

株、財田自然体験ハウス入り口の看板のところ

に2800株植栽しています。

　花の種類は、マリーゴールド、サルビア、ア

ジサイ、ハゲイトウ、ジニア、ベゴニアなどで

す。

　２年続けてスウェーデンの夫婦が見に来るな

ど、花を通じて様々な人たちとの輪が広がって

きています。

「いろんな人の言葉を励みにして、これからも

ずっと続けていきたい」と人とのつながりに喜

びを見出しています。

道路沿いに約60㌢のプランターが
等間隔で並ぶ道道仲洞爺留寿都線
道路沿いに約60㌢のプランターが
等間隔で並ぶ道道仲洞爺留寿都線

観光客も目をとめる色鮮やかな花壇観光客も目をとめる色鮮やかな花壇
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年
に
旧
洞
爺
村
で
活
動
し
て
い

た
婦
人
会
の
発
展
解
消
後
、
あ
ら
た

め
て
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　
現
在
、
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

お
手
伝
い
や
子
ど
も
共
和
国
の
イ
ベ

ン
ト
手
伝
い
の
ほ
か
、
町
の
植
栽
活

動
へ
の
協
力
も
重
要
な
活
動
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
浮
見
堂
に
あ
る
花
壇
整
備

を
町
か
ら
依
頼
さ
れ
、
毎
週
1
回
会

員
が
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
、

雑
草
取
り
や
水
遣
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
村
上
代
表
は
「
子
育
て
が
終
了
し
、

社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

ま
す
」
と
社
会
貢
献
へ
の
喜
び
が
活

動
の
源
泉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４

グ

（村上喜美子代表＝会員30人）

洞爺湖町環境基本計画の概要
「湖・山・海とともに歩む心豊かな町(目標とする環境像)」をめざして

　環境の要素を６つに分類、それぞれに基本目標と施策の方針、数値目標、重点的な
取組を設定し、計画の進行管理を行います。

■６つの分類・目標と重点的な取組

自然
環境

生活
環境

快適
環境

地球
環境

資源利用
環境

学び、協力
し合う環境

・基本目標　「水とみどりのあふれる自然と共生するまち」

・重点取組　ビオトープの整備を進め、子供たちや住民がみじかにな自然に親しみ、自主

　　　　　　的に地域の保全活動を推進します。

・基本目標　「おいしい空気と水を守り安心して暮らせるまち」

・重点取組　町全域の自然環境について、専門家による詳細な調査を実施し、今後の自然

　　　　　　環境の活用に努めます。

・基本目標　「美しい景観を守り心潤うまち」

・重点取組　地域住民が参加しやすい植樹などの参加型・体験型のイベントを開催します。

・基本目標　「地球にやさしい暮らしを実践するまち」

・重点取組　地球温暖化防止対策を推進します。

・基本目標　「みんなでつくる環境のまち」

・重点取組　子供から高齢者まで幅広い年齢層への環境に対する啓発活動や、こどもエコ

　　　　　　クラブの活動を推進し、地域ぐるみで活動を支援します。

・基本目標　「もったいない気持ちを大切にするまち」

・重点取組　各種の実行計画等に基づき公用車等に廃食用油を再利用するバイオマス燃料

　　　　　　の利用拡大を図ります。

花壇の草取りに励むグレーセスとうやの皆さん花壇の草取りに励むグレーセスとうやの皆さん



　　月24日、25日洞爺湖温泉誕生100年感謝祭

　　が、汽船駅前桟橋特設会場で開かれ、記念

セレモニーや各種イベントが繰り広げられる中

で盛り上がりをみせていました。

　目玉企画のマイムマイムには、約1,000人の

住民や行楽客が集まり、湖畔遊歩道に大きな輪

を作りました。

　当日の様子を、写真で紹介します。

5

７

盛り上がった温泉誕生100年感謝祭

登別温泉の守り神湯鬼神（ゆきじん）とトウヤマンの貴重なコラボショット登別温泉の守り神湯鬼神（ゆきじん）とトウヤマンの貴重なコラボショット

湖畔に響いた洞爺中吹奏楽の演奏湖畔に響いた洞爺中吹奏楽の演奏

誕生100年にあわせて
修繕した中島三重の塔
誕生100年にあわせて
修繕した中島三重の塔

多くの来場者で埋まったイベント会場多くの来場者で埋まったイベント会場

洞爺湖浴衣美人コンテスト
ミス洞爺湖　吉田光希さん＝洞爺観光ホテル（中央）、
準ミス工藤成美さん＝日向（左）、黒川珠幸さん＝萬世閣（右）

洞爺湖浴衣美人コンテスト
ミス洞爺湖　吉田光希さん＝洞爺観光ホテル（中央）、
準ミス工藤成美さん＝日向（左）、黒川珠幸さん＝萬世閣（右）

地場産品を提供した洞爺湖
マルシェ湖畔カフェ　　　
地場産品を提供した洞爺湖
マルシェ湖畔カフェ　　　

感謝祭のオープニングを飾った
温中みずうみ太鼓のみなさん
感謝祭のオープニングを飾った
温中みずうみ太鼓のみなさん

記念セレモニーで、オープニングの花火に
驚く高橋道知事（右）と真屋町長
記念セレモニーで、オープニングの花火に
驚く高橋道知事（右）と真屋町長

ギターの音色に人生の陰影が
醸し出されるおやじバンド
ギターの音色に人生の陰影が
醸し出されるおやじバンド



バナナボートから振落とされる子どもたちバナナボートから振落とされる子どもたち
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温泉中総合学習で洞爺湖の水質調査
身近な自然を通して環境学習

おもちゃ作りで自然エネルギーを学ぶ
ビジターセンター自然ふれあい行事

レイクスポーツフェスティバル
マリンスポーツで夏を楽しむ

財田周辺の自然を観察
　葉っぱでマイバッグつくり

　　と地域総合交流協定を結んでいる酪農学園大学の協力

　　を得て、７月17日、温泉中学校の全校生徒26人が、

洞爺湖の水質調査を行い、身近な自然を通じて環境につい

て考えました。

　総合学習の一環として行ったもので、湖の水質とウチダ

ザリガニの生態調査の2班にそれぞれ分かれて実態を調査

しました。

　水質班は、環境のバロメーターといわれる湖水に含まれ

る酸素の量

などを測定。

ウチダザリ

ガニ班は、

捕獲した個

体の性別や

大きさを調

査しました。

　　月24日財田自然体験ハウスで、自然ふれあい行事「虫

　　食い葉っぱでマイバック！」が行われ、４組の親子連

れが参加して、自然観察とマイバッグ作りを楽しみました。

　参加者は、葉を食べる生き物について学んだのち、体験

ハウスの周りを約１時間ほどかけて、虫食い葉っぱや幼虫

を採取。

　同ハウスに戻り全員で採取した葉や幼虫を観察し、葉を

食べる生き物について学びました。

　引き続き、

採取した葉っ

ぱを布製のバ

ッグにプリン

トして、思い

思いのマイバ

ッグを完成さ

せました。

　　育委

　　員会

が主催す

る夏の恒

例 行 事

「レーク

スポーツ

フェステ

ィバル」が、７月17日洞爺地区カヌー艇庫前で行われま

した。

　強い日差しが降り注ぐ中、約50人の小中学生が参加して、

カヌーやバナナボートなどの遊びを楽しみました。

　大人気のバナナボートには、順番の列ができ、まだ多少

冷たい湖水に振落とされるパーフォーマンスに、歓声を.

上げていました。

　昼食には、ギンギスカンが提供され、おなかをすかした

子どもたちが焼き台の周りを囲み、肉を口いっぱいにほお

ばっていました。

　　月17日

　　洞爺湖ビ

ジターセンタ

ーで、自然ふ

れあい行事

「しぜんエネ

ルギーで遊ぼ

う」が、親子

づれなど７人が参加して開かれ、身近な自然エネルギーに

ついて学び、風で動くおもちゃ作りを楽しみました。

　最初に同センターの藤井さんから、ビジターセンター内

にあるソーラーパネルなど、利用されている自然エネルギ

ーについて説明を受けました。

　その後自然エネルギーを体感しようと、風の力で動く手

作りふうりん車作りが行われ、完成したふうりん車をうち

わで風を起こし、動かして楽しみました。

７

ふうりん車づくりに取組む子どもたちふうりん車づくりに取組む子どもたち

教

７

ウチダザリガニを観察する生徒たちウチダザリガニを観察する生徒たち

町

葉っぱをプリントしたマイバッグを
完成させる子どもたち
葉っぱをプリントしたマイバッグを
完成させる子どもたち
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料理で親子の絆深める
自分で作った料理に大満足

生産者の苦労や喜びを知る
とうや小生産者との交流会

誕生100年を記念して温泉飲食店組感謝パーティー
ささえてくれたお年寄りをもてなす

建設協会ボランティアで
金比羅火口フットパスの階段作り

　　月10日親子食

　　育料理教室（主

催食生活改善推進

員協議会）が、健

康福祉センターさ

わやかで開かれ、

親子約25人が参加

して、仲良く調理

を楽しみました。

　この日は、食を通して親子の絆を深めることを目的に、

「野菜たっぷりドライカレー」「はるさめサラダ」「ヨーグル

トドリンク」「まんまるゼリー」の4品に挑戦。

　子どもたちは、同協議会の会員やお父さん、お母さんの

手助けを受け、慣れない包丁さばきにとまどいながら、料

理を完成させました。

　最後に出来上がりを全員で試食し、できばえに大満足し

た様子でした。

町
　　と「災害時における応急復旧に関する協定」を交わし

　　ている洞爺湖町建設協会（加藤恵蔵会長＝14社）が、

6月30日、金比羅フットパスコースの整備に協力して、4

カ所の案内標識の設置と安全ロープを渡す支柱5本の打ち

込み作業に汗を流しました。

　同会は、町との協定の一環で、ボランティアでの整備活

動を続けていて、今年は金比羅火口フットパスコースの整

備に決定。

　引き続き７月17日にも、同会加盟各社の代表などが参

加して、階段とロ

ープ作りを行い、

全長が約40　で、

幅約60　、焼きま

るた200本を使っ

た階段が整備され

ました。

　　爺湖温泉飲食

　　店組合（横山

節子組合長）が、

温泉誕生100年を

祝い、７月６日お

年寄りを招き、い

ままで町をささえ

てくれたことに感謝するパーティーを温泉のスナックで開

きました。募集に応じた75才以上のお年寄り約60人が集

まり、料理やカラオケなどのもてなしを受け、楽しいひと

時を過ごしました。

　横山節子組合長が「いままでささえていただいた温泉街

を、これからの若い人に引き継いていきたい」とあいさつ。

　参加者を代表して畠山温泉７区会長が「そんなに貢献し

てきたか疑問ですが、皆さんのご好意を受けて楽しく過ご

しましょう」とお礼のお言葉を述べました。

　参加者は、ホタテの炊き込みご飯やオードブルを味わい

ながら、山下真二さんの歌やダンスショーなどを楽しみ、

最後に洞爺湖音頭を踊り楽しい一時を過ごしました。

洞

　　産者との交流

　　を通して、そ

の苦労や喜びをし

ろうととうや小学

校で、７月16日

生産者との交流会

が行われました。

　文部科学省が委

託している「栄養教諭を中核とした食育推進事業」の一環

として実施されたもので、７人の生産者が各学年に別れて、

それぞれの教室で、児童らに自らの体験を語りました。

　２年生を担当した村上洋子さんは「キャベツは90日か

かります。おいしく育ってねと思って作っています」と作

り手の思いを児童に話しました。

　児童たちは、様々な苦労や喜びを聞いて、給食に出てく

る野菜が、手間ひまかかっていることを実感した様子でし

た。

生

７

生産者の話を聞く児童たちと生産者の話を聞く児童たちと

自分で作った料理に大満足の参加者自分で作った料理に大満足の参加者

歌や料理を楽しむお年寄りたち歌や料理を楽しむお年寄りたち

フットパスの階段作りに汗を流す会員の人たちフットパスの階段作りに汗を流す会員の人たち



　
　
月
７
日
東
京
都
千
代
田
区

の

 
 

「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
に
お
き

ま
し
て
、
平
成
22
年
度
危
険
物
安
全

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
優
良
事
業
所
及
び
個

人
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
西
胆
振
危
険

物
安
全
協
会
会
長
の
市
川
友
義

氏

（
㈲
高
橋
石
油
代
表
取
締
役
）
が
全

国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
の

部
で
、
栄
誉
あ
る
個
人
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
表
彰
は
、
危
険
物
の
保
安
に

対
し
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
及

び
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

全
国
で
56
名
（
う
ち
道
内
３
名
）
の

方
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
年
、
西
胆
振
危
険
物
安
全
協
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績
を

称
え
て
の
受
賞
で
す
が
、
表
彰
式
に

出
席
し
て
い
な
い
市
川
会
長
に
対
し
、

洞
爺
湖
消
防
署
に
お
い
て
授
与
式
を

行
い
、
武
川
消
防
署
長
よ
り
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
手
に
し
た
市
川
会
長
は
、

「
今
後
も
よ
り
一
層
気
持
ち
を
引
き

締
め
、
危
険
物
の
安
全
に
対
し
取
り

組
み
た
い
」
と
決
意
を
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。

8

6

ま
た
、
花
火
で
遊
ぶ
際
は
以
下
の
項

目
に
注
意
し
、
火
災
発
生
防
止
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行
っ 
 

 

て
く
だ
さ
い
。

②
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
バ
ケ
ツ
に

 

浸
し
て
く
だ
さ
い
。

③
子
供
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
で

 

く
だ
さ
い
。

④
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
せ
な

 

い
で
く
だ
さ
い
。

※
他
に
着
衣
着
火
や
花
火
を
分
解
し

 

て
遊
ぶ
な
ど
危
険
が
多
く
、
大
人

 

が
し
っ
か
り
と
監
視
し
て
安
全
に

 

遊
ぶ
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
言
え
ば
「
花

火
」
で
す
。
夏
休
み
を
迎
え
る
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽
し
み
な
季
節

と
な
り
ま
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付

け
方
法
を
誤
る
と
、
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
だ

け
の
「
花
火
」
は
避
け
、
必
ず
大
人

が
付
き
添
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
し
て
、
大
人
が
細
心
の
注
意
を
払

い
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
な
ど
の
管

理
を
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
の

防
火
教
育
の
実
施
が
重
要
で
す
。

①
火
遊
び
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
注

　
意
す
る
。

②
子
供
た
ち
だ
け
で
火
の
取
扱
い
は

　
さ
せ
な
い
。

③
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
子
供
の
手
の
届

　
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

④
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
命
の
尊
さ
に

　
つ
い
て
の
教
育
を
行
う
。

消
防
だ
よ
り

市
川
友
義
氏
が
栄
誉
あ
る

全
国
危
険
物
安
全
協
会

理
事
会
長
表
彰
を
受
賞

花
火
で
遊
ぶ
時
は

 
 
 
 

気
を
つ
け
て

　
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、

発
見
が
遅
れ
た
り
、
火
災
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
予
防

火
遊
び
は

 
 

絶
対
に
し
な
い

　
６
月
６
日（
日
）洞
爺
湖
消
防
団
第

二
分
団
（
若
木
昭
夫
分
団
長
）
が
、

洞
爺
湖
温
泉
誕
生
1
0
0
周
年
記
念

行
事
を
前
に
洞
爺
湖
畔
沿
い
の
「
と

う
や
ぐ
る
っ
と
彫
刻
公
園
」
の
彫
刻

作
品
21
基
に
、
消
火
訓
練
を
兼
ね
て

放
水
を
行
い
、
ブ
ラ
シ
と
タ
オ
ル
で

消
火
活
動
な
ら
ぬ
清
掃
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

彫
刻
作
品
を

　
　
清
掃
し
ま
し
た

平
成
22
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

平
成
22
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
２
件

●
救
急
件
数
　
253
件

統
一
標
語

「
消
え
る
ま
で

　
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元

　
　
　
　
　
に
ら
め
っ
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
命

を
守
り
ま
す
。

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

　　

清掃活動を行う消防第２分団の皆さん清掃活動を行う消防第２分団の皆さん

表彰を受けた市川友義さん表彰を受けた市川友義さん



白
妙
に
卯
の
花
咲
け
り
純
情
派
の

　
　
　
　
印
象
深
き
花
と
思
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

し
ず
み
ゆ
く
夕
日
を
お
し
み
頑
張
っ
て

　
　
　
　
あ
し
た
の
い
の
ち
を
膨
ら
み
て
ゆ
か
む
　
　
　
太
　
西
　
芳
　
子

雑
草
を
引
く
手
元
に
お
よ
ぶ
夕
日

　
　
　
　
蔭
か
っ
て
は
す
で
に
終
へ
た
る
も
の
を
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

夕
闇
に
か
ら
す
啼
き
啼
き
飛
び
交
す
　

　
　
　
　
今
宵
の
塒
ま
だ
き
ま
ら
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

遅
き
夏
に
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
花
の
苗

　
　
　
　
季
節
の
移
ろ
い
に
色
ま
し
て
咲
く
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

手
の
平
に
そ
こ
ば
く
抄
へ
ば
き
ら
き
ら
と

　
　
　
　
従
妹
が
汗
す
石
見
の
文
通
と
だ
ゆ
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

ハ
ン
カ
チ
の
手
品
手
違
い
笑
い
の
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

老
鶯
や
泣
き
虫
癖
を
継
ぎ
て
老
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

木
洩
日
を
抜
け
て
ひ
ら
き
ぬ
白
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

と
こ
ろ
て
ん
み
た
い
な
く
ら
し
き
ょ
う
あ
し
た
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

夏
蝶
や
ピ
ン
ク
の
靴
の
脱
げ
や
す
き
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

霧
晴
れ
て
夏
越
の
太
鼓
吾
を
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
七
月
定
例
会
よ
り

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
七
月
定
例
会
よ
り

9

…そこが知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係　74-3002

年
金
事
務
相
談
所

　
　
開
設
の
ご
案
内

■
日
　
時
　
９
月
28
日（
火
）午
前
10

　
　
　
　
　
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　
　
　
　
　
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
号
会
議
室

※
室
蘭
年
金
事
務
所
の
方
が
相
談
員

　
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

く
　
さ

ろ
う
お
う

と
　
き

と
　
き

な

な

ね
ぐ
ら

い
わ

な

ご
し

み

こんなときは忘れずに届出をしましょう!
必要書類などは、届け出先に問合せください。

○自営業・学生など（第１号被保険者）

○会社員・公務員　（第２号被保険者）

○会社員・公務員などの扶養配偶者（第３号被保険者）

第１号被保険者→役
場（支所）年金窓口
第３号被保険者→配
偶者勤務先

20歳になった 国民年金加入手続き

第１号被保険者→役
場（支所）年金窓口
第２・３号被保険者
→勤務先

年金手帳を紛失した 再交付の手続き

納付書を紛失した 納付書再発行の申出 室蘭年金事務所

役場（支所）年金窓口会社を退職した
国民年金加入（第１
号被保険者）手続き
（被配偶者も含む）

役場（支所）年金窓口
保険料を納めるのが
困難

免除申請手続き
学生納付特例申請手
続き

配偶者勤務先
配偶者の扶養になっ
た

第３号被保険者への
種別変更

役場（支所）年金窓口
60歳以降　受給資格
期間不足・年金額を
満額にしたい

任意加入手続き

こんなとき どうする 届け出先



戦 争 と2010年 平 和 展

主催　洞爺湖町・'10年戦争と平和展実行委員会�82-5660（菊池事務局長）

洞爺湖町は2008年3月、
「非核平和の町宣言」をしました。21世紀を、
なんとしても"平和の世紀"として、子や孫に引き継ぎたい。
戦争とその中で体験した事実を語り継ぎましょう！命の尊さかみしめて。

洞爺湖町は2008年3月、
「非核平和の町宣言」をしました。21世紀を、
なんとしても"平和の世紀"として、子や孫に引き継ぎたい。
戦争とその中で体験した事実を語り継ぎましょう！命の尊さかみしめて。

戦争と平和パネル展

すいとんを食べて戦争を語りつぐ集い
◆町役場ロビー
　８月19日（木）～27日（金）
◆洞爺水の駅２階
　８月28日（土）～29日（日）
　繰りかえされた戦争の傷痕、原爆と人間など、
戦時中・戦後の暮らしを写真や資料で紹介しま
す。小学生も授業の一環として参加しています。
町民の方々の作品も展示しています。

　すいとんを食べながら、町内の戦争体験者や
遺族の方からお話を聞きます。
■日　時　８月28日（土）正午～14時30分
■場　所　さわやか別館
■参加費　200円（すいとん材料代など・高校
　　　　　生以下無料）

◆町役場ロビー
　８月19日（木）～27日（金）
◆洞爺水の駅２階
　８月28日（土）～29日（日）
　繰りかえされた戦争の傷痕、原爆と人間など、
戦時中・戦後の暮らしを写真や資料で紹介しま
す。小学生も授業の一環として参加しています。
町民の方々の作品も展示しています。

　すいとんを食べながら、町内の戦争体験者や
遺族の方からお話を聞きます。
■日　時　８月28日（土）正午～14時30分
■場　所　さわやか別館
■参加費　200円（すいとん材料代など・高校
　　　　　生以下無料）

　北海道後期高齢者医療広域連合では、住民の皆様の

代表として、制度運営に関する重要事項についてご審

議いただくため、運営協議会委員を募集しています。

■応募資格　道内在住の満20歳以上の方（ただし、議員や公務

　　　　　　員等を除く）

■応募方法　北海道後期高齢者医療広域連合及び市町村窓口に

　　　　　　ある応募要領を参照してください

■応募締切　８月31日（火）

■選　　考　選考委員会において、総合的に委員を選考します

■報 酬 等　１日につき5,000円の報酬と旅費を支給します

■応募資格　道内在住の満20歳以上の方（ただし、議員や公務

　　　　　　員等を除く）

■応募方法　北海道後期高齢者医療広域連合及び市町村窓口に

　　　　　　ある応募要領を参照してください

■応募締切　８月31日（火）

■選　　考　選考委員会において、総合的に委員を選考します

■報 酬 等　１日につき5,000円の報酬と旅費を支給します

北海道後期高齢者医療広域連合

運営協議会委員の募集!

問　　合　　せ　　先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西14丁目
　　　国保会館６階
  　 　０１１－２９０－５６０１

洞爺湖町　住民課　国保医療係

  　 　０１４２－７４－３００２

　７月23日洞爺地区の戦没者追悼式が、

遺族や関係者など40人が参列し、忠魂

碑の前で行われました。

　式典では、真屋町長が「我が国の戦

争の歴史を忘れることなく平和の尊さ

を次世代に伝えていきます」と式辞を

述べました。引きついで、遺族を代表

して鈴木孝洞爺湖町遺族会洞爺地区代

表が「戦没者遺族だからこそ誰よりも

強く平和を求めます。すべての世代が

苦しみの時代を繰り返すことのないよ

う次世代に引き継ぎます」と追悼の辞

を述べ、最後に参列者が菊の花を忠魂

碑に手向け、戦没者の冥福を祈りまし

た。

永遠の平和を誓う
洞爺地区戦没者追悼式

10

菊の花を手向ける遺族の皆さん菊の花を手向ける遺族の皆さん



デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ

清
水
友
愛
の
里

デ
イ
セ
ン
タ
ー
い
ち
ば
ん
ぼ
し

天然酵母の手作りパン

11

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
24
回

緑

北

清

製

■
緑
化
事
業
班

�

　
化
事
業
班
で
は
、
洞
爺
湖
町
の

　
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
お
け
る
事

業
を
委
託
業
務
と
し
て
、
利
用
者
と

職
員
の
16
名
で
、
春
と
夏
に
８
万
本

の
花
壇
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
を
町
内
の
自
治
会
や
団
体

に
配
り
、
町
民
の
方
と
一
緒
に
環
境

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
公
共
施
設
に
は
プ

ラ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
駅
前
や
国
道

な
ど
の
花
壇
作
り
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
４
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
道
の
駅
「
あ
ぷ
た
」
、
「
洞
爺
湖
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
４
月
の
中
旬

頃
に
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
を
14
色
以

上
、
５
月
中
旬
は
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
コ

ニ
ア
な
ど
10
種
類
20
色
以
上
の
花
を
、

ま
た
今
年
か
ら
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
や
ダ

イ
ア
ン
サ
ス
な
ど
の
鉢
花
の
種
類
を

増
や
し
て
、
販
売
内
容
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
・
K
）

■
製
パ
ン
事
業
班

�

　
パ
ン
事
業
班
で
は
、
天
然
酵
母

　
　
を
使
用
し
た
手
作
り
パ
ン
、
マ

フ
ィ
ン
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
作
り
パ
ン
は
自
家
製
天
然
酵
母

（
ル
ヴ
ァ
ン
）
と
道
産
小
麦
を
使
用

し
た
こ
だ
わ
り
の
味
。
し
っ
か
り
と

し
た
食
感
に
、
天
然
酵
母
の
風
味
や

歯
ご
た
え
が
パ
ン
好
き
の
方
に
は
と

て
も
好
評
で
す
。

　
１
番
人
気
は
『
メ
ロ
ン
パ
ン
』
で
、

美
味
し
さ
、
大
き
さ
と
も
に
満
足
。

「
世
界
一
お
い
し
い
メ
ロ
ン
パ
ン
」

と
言
う
常
連
客
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
他
に
も
洞
爺
湖
町
の
大
福
豆
を
使

っ
た
『
大
福
豆
あ
ん
ぱ
ん
』
や
町
内

の
春
雨
を
使
用
し
た
『
豚
は
る
さ
め

パ
ン
』
が
人
気
で
す
。

　
喫
茶
『
あ
る
そ
ー
れ
』
と
移
動
販

売
で
販
売
中
。
店
内
で
は
イ
タ
リ
ア

の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
食
べ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

　
水
友
愛
の
里
の
日
中
活
動
班
作

　
　
業
グ
ル
ー
プ
は
、
原
木
椎
茸
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
14
名
の
利
用
者

が
寒
い
２
月
中
頃
か
ら
、
原
木
に
椎

茸
菌
を
植
え
始
め
、
４
月
頃
か
ら
ホ

ダ
木
に
浸
け
、
水
か
ら
揚
げ
る
こ
と

を
繰
り
返
し
、
椎
茸
が
発
生
す
る
の

を
待
ち
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
半
ば
ま
で
寒
い
日
が

続
き
、
椎
茸
の
発
生
が
遅
れ
ま
し
た

が
、
６
月
中
旬
頃
か
ら
夏
日
の
よ
う

な
暑
さ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ホ
ダ
木

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
椎
茸

の
芽
が
顔
を
出
し
、
一
安
心

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
暑

さ
は
続
か
ず
、
夜
間
と
日
中

の
気
温
差
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
７
月
に
入
る
と
ま
た
、

椎
茸
は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は

本
州
の
気
候
に
近
い
た
め
、

本
州
式
椎
茸
栽
培
の
方
法
に

切
り
替
え
る
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
早
く
肉
厚
の
美
味
し
い
椎

茸
を
食
卓
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

　
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
取

　
　
り
上
げ
ら
れ
た
環
境
問
題
で
す

が
、
い
ち
ば
ん
ぼ
し
で
は
身
近
な
“
エ

コ
”
と
し
て
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ

袋
の
代
わ
り
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
、

新
聞
紙
を
使
っ
た
エ
コ
バ
ッ
ク
の
製

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
持
ち
寄
ら
れ
た
新
聞
紙
を
、
利
用

者
が
役
割
を
分
担
し
て
、
無
駄
の
な

い
よ
う
に
採
寸
、
切
り
出
し
、
持
ち

手
・
本
体
を
そ
れ
ぞ
れ
折
り
、
糊
付

け
や
取
り
付
け
を
行
い
、
仕
上
げ
し

て
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
現
在
「
道
の
駅
あ
ぷ
た
」
に
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
、
地
球
の
環
境
問
題
に
さ
さ

や
か
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

是
非
、
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

の
商
品
紹
介

花壇花の栽培を行うあすなろの皆さん花壇花の栽培を行うあすなろの皆さん

天然酵母の手作りパン

椎茸の芽が出たホダ木を移動する作業椎茸の芽が出たホダ木を移動する作業

新聞紙で作ったエコバッグ新聞紙で作ったエコバッグ



平
成
21
年
度
経
営
状
況
に
つ
い
て
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国政調査はみんなで描く日本の自画像
企画防災課広報統計係　74-3004

　
　
国
勢
調
査
が
今
年
の
10
月
１
日

　
　
を
基
準
日
に
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

洞
爺
湖
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
調
査
の
方
式
が
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
従
来
は
、
封
入
方
式
を
各
世
帯
で

選
択
し
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
票
を

見
ら
れ
た
く
な
い
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
す
べ
て
封

入
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
仕
事
の
関
係
な
ど
で
、
調
査
員
と

会
え
な
い
人
や
調
査
員
に
直
接
手
渡

し
た
く
な
い
人
の
た
め
に
、
郵
送
で

提
出
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
（
個
人
負
担
の
無
い
専
用
の
封

筒
で
提
出
い
た
だ
き
ま
す
）

　
新
方
式
に
よ
り
、
調
査
員
が
記
入

確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
調
査
の
正
確
性
の
観

点
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
回
答

に
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
封
入
前
に

再
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て

実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、
日

本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調

査
で
す
。

　
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

国
国勢調査開始に
　　あたってのお願い

　９月23日から９月30日の間に調査

員が受け持ち調査区を回り、各世帯

に調査票を配布いたします。この期

間中に留守にする予定（旅行、出張

など）また、仕事

の関係で朝が早く、

帰りが遅いなど調

査員と合えない状

況にある世帯は、

前もってご連絡を

ください。

連絡先

企画防災課広報統計係

担当　小林・岡田　　74-3004

平
成
21
年
度
経
営
状
況
に
つ
い
て

社
団
法
人
全
国
公
営
住
宅
火
災
共
済
機
構

１　事業実績
　加入都道府県市区町村会員数

　加入戸数

　共済委託契約金額

　火災共済掛金

　被災戸数

　火災共済給付金

　特定給付金

　復興建築助成戸数

　復興建築助成金

　住宅災害見舞戸数

　住宅災害見舞金

　住宅防火施設整備補助会員数

　住宅防火施設整備補助金

�　

２　貸借対照表（平成22年3月31日現在）

　　　資産の部

　　１　流動資産

　　２　固定資産

　　　（１）特定資産

�　　　　　　異常危険準備金資産

　　　　　　　その他特定資産

　　　（２）その他固定資産 

　　　　　　　資産合計

　　　負債の部

　　１　流動負債

　　２　固定負債

　　　　負債合計

　　　正味財産の部

　　　正味財産合計

　　　負債及び正味財産合計

（単位：千円）

688会員

881,650戸

7,868,731,286

1,066,939

242戸

283,274

16,644

126戸

61,551

641戸

37,740

211会員

107,891

（単位：千円）

687,983

2,913,967

1,702,454

366,320

5,670,724

609,680

3,042,682

3,652,362

2,018,362

5,670,724



�

　
成
23
年
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

　
　
ビ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。
移
行
一

年
を
切
り
、
も
う
一
度
そ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
か

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
な
ら

�

U
H
F
受
信
用
ア
ン
テ
ナ
が
必
要

で
す
。
既
に
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
基
本
的
に
は

受
信
で
き
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
、
新
た
に
設
置
が
必
要
に
な
る
場

合
や
ア
ン
テ
ナ
方
向
の
変
更
等
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て

い
な
い
テ
レ
ビ
な
ら

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
の
取
り
付
け
と
合
わ
せ
て
、

U
H
F
受
信
用
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で

す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
高
画
質
や
全
て

の
デ
ジ
タ
ル
昨
日
を
楽
し
み
た
い
場

合
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ

ビ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
大
き
な
建
物
の
陰
等
の
共
聴
施
設

で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
場
合

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、

ビ
ル
陰
な
ど
に
よ
る
受
信
障
害
が
大

幅
に
減
少
し
ま
す
の
で
、
個
別
受
信

に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
共
聴
施
設
の
改
修
や
受
信

障
害
な
ど
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い

て
は
、
施
設
管
理
者
等
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関

す
る
問
合
せ
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
　
0
5
7
0-

0
7-

0
1
0
1
ま
た
は
　
0
1
1-

3
5
1-

1
1
5
5
）
ま
で
。

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

　
（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
８
月
の
休
館
日

12
日
・
19
日
・
26
日
・
９
月
２
日
・

９
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

〈
一
　
般
〉
▽
思
い
出
コ
ロ
ッ
ケ
（
諸

田
玲
子
）
▽
小
暮
写
真
館
、
お
そ
ろ

し
（
宮
部
み
ゆ
き
）
▽
後
悔
と
真
実

の
色
（
貫
井
徳
朗
）
▽
警
察
の
紋
章

（
佐
々
木
譲
）
▽
方
丈
記
（
安
良
岡

康
作
）
▽
絵
本
の
処
方
箋
（
落
合
恵

子
）
▽
仇
敵
（
佐
伯
泰
英
）
▽
化
石

の
愛
（
池
永
陽
）

〈
ロ
リ
ー
タ
文
庫
〉
▽
第
四
紀
逆
断

層
ア
ト
ラ
ス
（
池
田
泰
隆
）
▽
ふ
く

し
ま
の
火
山
と
災
害
（
長
橋
良
隆
）

▽
日
本
の
地
形
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
１
・
２
（
小
泉
武
栄
）
▽
日
本
近

海
に
お
け
る
海
底
火
山
の
噴
火
（
小

阪
丈
予
）
▽
原
寸
大
昆
虫
館
（
小
池

啓
一
）
▽
ミ
ツ
バ
チ
マ
ー
ヤ
の
冒
険

（
ワ
イ
デ
ル
・
ポ
ン
ゼ
ン
ス
）
▽
妖

精
プ
ッ
ク
花
の
旅
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆

虫
記
の
虫
た
ち
　
全
６
（
熊
田
千
佳

慕
）
▽
ま
る
ご
と
日
本
の
生
き
も
の

（
木
村
義
志
監
修
）
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読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

平

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今月の1冊

〈
一
　
般
〉
▽
宇
宙
か
ら
恐
竜
が
や

っ
て
く
る
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
レ
ン

ト
）
▽
七
人
の
竜
馬
（
出
久
根
達
郎
）

▽
鼠
、
闇
に
跳
ぶ
（
赤
川
次
郎
）
▽

教
室
の
幽
霊
、
不
等
辺
三
角
形
（
内

田
康
夫
）
▽
マ
ド
ン
ナ
・
ヴ
エ
ル
デ

（
海
堂
尊
）
▽
ナ
ニ
カ
ア
ル
（
桐
野

夏
生
）
▽
寂
減
の
剣
（
北
方
憲
三
）

▽
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の
（
東

野
圭
吾
）
▽
岩
崎
弥
太
郎
（
伊
井
直

行
）
▽
光
媒
の
花
（
道
尾
秀
介
）
▽

弧
愁
ノ
春
（
佐
伯
泰
英
）
▽
い
の
ち

の
森
の
台
所
（
佐
藤
初
女
）
▽
母
（
姜

尚
中
）
▽
無
量
の
光
　
上
・
下
（
津

本
陽
）
▽
名
著
講
義
（
藤
原
正
彦
）

▽
春
は
昔
（
松
平
豊
子
）
▽
」
お
ふ

く
ろ
の
夜
回
り
（
三
浦
哲
郎
）
▽
ラ

ス
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
（
ジ
ョ
ン
・
ハ

ー
ト
）

〈
児
童
書
〉

�

▽
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ズ
ル
ま
ち
が
い
絵

さ
が
し
１
・
２
・
３
、
ま
る
ご
と
バ

ス
レ
ク
１
０
０
倍
楽
し
む
本
（
木
村

研
）
▽
絶
滅
動
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
宮

川
ア
ジ
ュ
）
▽
ワ
ニ
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
お

く
は
ら
ゆ
め
）

　　　　　　あきやまただし作　
　　　　　　「まめうしのあついなつ」

（概12巻）1997～刊行のシリーズです。

ふつうのおとうさん、おかあさんから生まれ

たまめつぶぐらいの「まめうし」、他の子と違

ってもいつも元気いっぱいで思いやりいっぱ

いの「まめうし君」の冒険です。

地上デジタル放送地上デジタル放送

地デジ化は
  お済みですか？



　
実
施
期
間
は
、
平
成
23
年
3
月
末

日
ま
で
。

　
詳
し
く
は
、
同
学
校
（
　
0
1
２

5
‐
52
‐
2
7
7
4
）
か
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
2
0
0
0
年
噴
火
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
あ
ら
た
め
て
当
事
の
様
子
を

見
つ
め
な
お
し
て
見
た
い
と
思
い
ま

す
。
■
日
　
時
　
８
月
27
日
ま
で
　
９
：

　
　
　
　
　
00
～
17
：
00

■
場
　
所
　
と
う
や
水
の
駅
2
階
多

　
　
　
　
　
目
的
活
用
室

■
出
展
者
　
兼
田
け
ん
じ
さ
ん
他
３

　
　
　
　
　
人

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▼
花
柳
十
紫
彬
衛
日
本
舞
踊
教
室
は

5
万
円

●
社
会
福
祉
協
会
へ

〈
物
品
〉

14

排
水
工
事
責
任
技
術
者

試
験
の
お
し
ら
せ

　
　
　

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

９月 14日（火）14：30～6日（月）/14（火）13:30～ 6日（月）19：30～ 8日（水）14：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
申
し
あ
げ
ま
す

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
は
、
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
資
格
要
件
に
排
水
整
備
工
事

責
任
技
術
者
制
度
を
導
入
し
、
全
道

統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
既
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
　
時
　
11
月
4
日（
木
）13
時

　
　
　
　
　
　
30
分

■
場
　
　
所
　
室
蘭
市

■
試
験
講
習
　
10
月
14
日

■
手
数

料
　
受
験
料
4
，
0
0
0

　
　
　
　
　
　
円
　
受
講
料
3
，
0

　
　
　
　
　
　
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
代
込
）

■
受
付
期
間
　
9
月
1
日（
水
）～
10

　
　
　
　
　
　
日（
金
）　
午
前
9
時

　
　
　
　
　
　
か
ら
午
後
3
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
昼
休
み
1
時
間
、

　
　
　
　
　
　
土
・
日
曜
日
除
く
）

▼
大
平
玲
子
さ
ん
（
月
浦
区
）

▼
石
山
フ
ジ
エ
さ
ん
（
虻
8
区
）

▼
譲
っ
て
く
だ
さ
い

○
使
わ
な
く
な
っ
た
マ
ッ
ト
レ
ス

連
絡
先
　
グ
ラ
ン
ド
ト
ー
ヤ
　
75
‐

2
2
8
8

◆
1
号
炉

・
測
定

日
　
５
月
14
日

・
測
定
結
果
　
0
・
0
0
2
3
ナ
ノ

グ
ラ
ム
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、
10
億
分

の
１
グ
ラ
ム
）

　
測
定
結
果
は
、
基
準
値
（
0
・
1

ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
　
　
0
1
4

3
‐
59
‐
0
7
0
5

　
ｐ
８
ま
ち
の
わ
だ
い
の
「
と
う
や

小
学
校
人
権
の
花
植
栽
」
の
記
事
で
、

齊
藤
胡
椛
児
童
会
長
は
、
齊
藤
胡
桃

児
童
会
長
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

入
校
適
正
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
入
校
前

適
正
相
談
の
実
施

故大平賢治さん
■６月３日死去
■84歳■遺族は
清水和子さん■入１区

故西山忠雄さん
■６月４日死去
■88歳■遺族は
チヨさん■川東

故藤井孝子さん
■６月５日死去
■72歳■遺族は
辰男さん■温３区

故山家タマさん
■６月８日死去
■102歳■遺族は
フクコさん■虻１区

故島井幸子さん
■６月23日死去
■74歳■遺族は
溝口千鶴子さん■虻８区

故正源義男さん
■６月３日死去
■93歳■遺族は
まさ子さん■清水

故橋本廣士さん
■６月24日死去
■88歳■遺族は
潔さん■洞第５

故大平眞喜夫さん
■６月24日死去
■76歳■遺族は
玲子さん■月浦

故吉田トシさ
ん■６月26日
死去■88歳■
遺族は精義さん

故中山キヨ子さん
■６月29日死去
■91歳■遺族は
猪股よしのさん■青２区

故齊藤ノブ子さん
■６月９日死去
■77歳■遺族は
正昭さん■成香

「
2
0
0
年
有
珠
山
噴
火

の
記
録
」
写
真
展

寄
　
　
付

寄
　
　
付

寄
　
　
付

は
な
や
な
ぎ
と
し
あ
き
え

橋
渡
し
を
し
ま
す
コ
ー
ナ
ー

「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」「
譲
り
ま
す
」

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の

排
ガ
ス（
煙
突
）測
定
結
果

お
詫
び
と
訂
正

故奥田敏雄さん
■６月29日死去
■89歳■遺族は
まさのさん■虻２区

故上茶國義さん
■６月30日死去
■86歳■遺族は
ルイさん■温２区
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広　　告

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

８月 17日（火）/27日（金）13:30～ 27日（火）14：30～ 17日（金）14:30～/30日（火）18:30～ 11日（月）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

寄
　
　
付

故澤田孝雄さん
■６月11日死去
■74歳■遺族は
敏子さん■入１区

故山科邦義さん
■６月16日死去
■81歳■遺族は
サダ子さん■虻８区

健康づくりウォーキング会
　洞爺湖町健康づくり推進員会では、町

民のみなさんの健康づくりを目的として

健康づくりウォーキング会を開催しています。今年

度はこれまで２回開催し、多くの皆さんの参加によ

り、ご好評をいただきました。今後は次の日程で開

催しますので、皆さんのご参加をお待ちしています。

連絡先　健康福祉センターさわやか内健康づくり推
進員会事務局（　76-4006）まで。

社会教育課主催（健康づくり推進員会共催）
詳しい内容は「こんにちは社会教育です」
にてご確認ください。

財田自然遊歩道～親
水公園折返し
　　　　 （約5.5㌔）

夕日の見える渚公園
（洞爺地区）

財田自然観察
道ウォーク

足ツボウォー
ク

史跡めぐり
　（文化財）
ウォークラリ
ー

洞爺湖遊歩道と足湯
のセット
　　　　 （約4.5㌔）

洞爺湖温泉中央桟橋
前
（洞爺観光ホテルと
天翔の間）

10
時
～

８
月
29
日
�

10
時
～

９
月
28
日
�

10
時
～

10
月
16
日
�

ウォーキング名 集合場所日時 コ　ー　ス

はつらつパパとママの

子育てセミナー
0歳（8ヶ月）～3歳のお子さんをもつおとうさん、
おかあさんとこれからママになる妊婦さんへ

第23回 北海道ツーデーマーチ
～広大な自然の大パノラマに感動は続く～

問合せ先 北海道ツーデーマーチ実行委員会　　75-4400

■参加費　2日間／大人2,000円・中学生以下1,000円　
　　　　1日間／大人1,000円・中学生以下   500円

月　  日（土）・　  日（日）９18 19

◆１日目コース

洞爺湖ぐるっと１周コース

コース距離

Ａ 40㎞ ６：00６：45７：00

洞爺湖・豊浦パノラマコースＢ 20㎞ ７：00７：45８：00

洞爺町グルメコースＣ 10㎞
８：00８：45９：00

昭和新山コースＤ ５㎞

11：00

16：00

コース名 受 付 出発式スタートゴール

◆２日目コース

伊達･有珠ぐるっと1周コース

コース距離

Ｅ 30㎞
６：00６：45７：00

壮瞥・北の湖記念館コースＦ 20㎞

洞爺湖中島コースＧ 10㎞
８：00８：45９：00

西山火口散策コースＨ ５㎞

11：00

15：00

コース名 受 付 出発式スタートゴール

故今本トキ子さん
■６月17日死去
■83歳■遺族は
恭二郎さん■虻６区

8月24日（火）8月30日（月）9月7日（火）9月13日（月）

テ
ー
マ
・
講
　
師

内
　
　
　
　
　
容

食卓は心の栄

養～実践編～

洞爺湖町栄養

士　堤　千晴

忙しいおかあ

さん、お料理

が苦手なおと

うさんもちょ

っとした工夫

とアイディア

であなたも名

シェフに大変

身♪みんなで

クッキング♪

だいじにしよ

う、こどもの

歯

友愛会歯科医

院長　宍戸　

秀徳

≪ 場　所 ≫ 健康福祉センターさわやか　76-4006

≪ 時　間 ≫ 受付開始　９：50～ セミナー 開始10：00～

◆フラワーアレンジメントは材料費（500円）がかかります。

◆実技室の都合上、人数の制限があります。

　　　　■申込み

　　　　　子育て支援センター  　76‐2008

　　　　　健康福祉センターさわやか  　76‐4006

　　　　　

　　　　 
主 催　洞爺湖町子育て支援センター

永久歯に生え

かわるから大

丈夫？子ども

の歯は以外に

虫歯になりや

すいもの。正

しいブラッシ

ング法を学ん

で虫歯予防♪

家の中にはキ

ケンがいっぱ

い

西胆振消防組

合　洞爺湖消

防署

お家の中って

安全なの？も

し、誤飲やケ

ガをしてしま

ったらどうす

る？もしもの

時のためにみ

んなで応急処

置を学びまし

ょう。

パパ・ママの

おしゃべりテ

ィータイム♪

パパとママも

お茶を飲みな

がら楽しくお

話しましょう。

新しい発見が

あるかも♪

～

～
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201
0

にぎ
わい
まつ
り

＆ビ
アガ
ーデ
ン

にぎ
わい
まつ
り

＆ビ
アガ
ーデ
ン

にぎ
わい
まつ
り

＆ビ
アガ
ーデ
ン

■場　　所
　洞爺湖温泉にぎわい広場
■前売り券
　1,000円（抽選券付）
■取り扱い　商工会本所・
　同洞爺湖温泉支所
◆旅行券が総額15万円当た
　る大抽選会　　　　　　
◆ちびっ子アメのつかみ取り!

　10月５日室蘭港に入港する予定の「飛鳥Ⅱ」の

船内見学希望者を募集します。

≪募集内容≫

■日　　時　10月5日（火）13：00～14：30

★定員100人を超えた場合抽選となります。

★運転免許証や健康保健証など本人を確認できる

　もの必要。当日受付で一時的に預かることとな

　ります。

★当選者のみ郵送で通知。当選権利の譲渡はでき

　ません。

■応募方法　

　はがきか封書で飛鳥Ⅱ見学希望と必ず記入し、

応募者全員の①氏名（ふりがな）②住所、電話番号

③生年月日④性別⑤身分証明書の種類と番号を記

載

■締め切り　

　８月19日(木)必着。１通で２名まで応募可（乳

幼児も１名）

■申 込 み　室蘭市港湾部総務課振興係

　　　　　　　　　　　　　　　〒051-0022

　　　　　　　　　　　　　　　室蘭市海岸町　

　　　　　　　　　　　　　　　１丁目20番地30 

　　　　　　　　　　　　　　　　0143-22-3191

■と　き　９月24日（金）18:30～

■場　所　あぶたふれ合いセンター

■テーマ　次の噴火に備えて

■問合せ　企画防災課�74-3004

　有珠山噴火10年を迎えて、あらためて

防災について考える機会としたいと思い

ます。町民皆さんの参加をお願いします。

■と　き　10月１日(金)10:00～

■場　所　豊浦町豊浦ドーム特設会場

■問合せ　有珠火山防災会議協議会（事

　　　　　務局伊達市自治防災課�23-

　　　　　3331）

　有珠山噴火10年を迎えて、あらためて

防災について考える機会としたいと思い

ます。町民皆さんの参加をお願いします。

■と　き　10月１日(金)10:00～

■場　所　豊浦町豊浦ドーム特設会場

■問合せ　有珠火山防災会議協議会（事

　　　　　務局伊達市自治防災課　23-

　　　　　3331）

　土木事業への理解を目的に、「土木の日」にち

なみ現場見学会を実施します。普段はなかなか体

験できない内容となっていますので、是非参加く

ださい。

■日　　時　９月14日（火）　

　　　　　　〈午前の部〉９:00／〈午後の部〉13:30

　　　　　　（各12名）（所要時間３時間）

■集　　合　JR室蘭駅

■見学場所　

　①白鳥大橋資料館及びP4主塔

　②港湾業務艇による室蘭港内乗船体験

　③追直漁港 人工島建設現場

■申 込 み　

　郵便ハガキに、住所・氏名・年齢・性別・電話

番号・職業・希望時間を明記し、申込みください。

（８月23日（月）消印有効）〒051-8524  室蘭市入

江町1-14室蘭開発建設部技術管理課企画調整係 

�0143-25-7028（内390）。室蘭開発建設部のHPで

もご覧になれます。

http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

◆ご自身で梯子、階段の昇降や船への乗降ができる方

◆中学生以下の方は保護者同伴

◆当選者には別途連絡します

　土木事業への理解を目的に、「土木の日」にち

なみ現場見学会を実施します。普段はなかなか体

験できない内容となっていますので、是非参加く

ださい。

■日　　時　９月14日（火）　

　　　　　　〈午前の部〉９:00／〈午後の部〉13:30

　　　　　　（各12名）（所要時間３時間）

■集　　合　JR室蘭駅

■見学場所　

　①白鳥大橋資料館及びP4主塔

　②港湾業務艇による室蘭港内乗船体験

　③追直漁港 人工島建設現場

■申 込 み　

　郵便ハガキに、住所・氏名・年齢・性別・電話

番号・職業・希望時間を明記し、申込みください。

（８月23日（月）消印有効）〒051-8524  室蘭市入

江町1-14室蘭開発建設部技術管理課企画調整係 

　0143-25-7028（内390）。室蘭開発建設部のHPで

もご覧になれます。

http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

◆ご自身で梯子、階段の昇降や船への乗降ができる方

◆中学生以下の方は保護者同伴

◆当選者には別途連絡します

■日　時
〈14時～20時〉 〈正午～20時〉

主催　洞爺湖町商工会青年部　�75‐4185主催　洞爺湖町商工会青年部　　75‐4185

８21 22月 ・日（土） 日（日）

地域の方のための現場見学会地域の方のための現場見学会豪華客船「飛鳥Ⅱ」船内見学会

（室蘭港から見た測量山）（室蘭港から見た測量山）

防  災  訓  練

■と　き　９月24日（金）18:30～

■場　所　あぶたふれ合いセンター

■テーマ　次の噴火に備えて

■問合せ　企画防災課　74-3004

火山フォーラム



17

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●

永井悠貴さん
虻田高校２年生

洞爺湖かるたの
絵札を作成
洞爺湖かるたの
絵札を作成

　
　
分
で
作
っ
た
も
の
が
、
社
会
に

　
　
出
て
う
れ
し
い
け
ど
恥
ず
か
し

い
」。

　
町
民
か
ら
公
募
し
た
読
み
句
で
、

地
元
高
校
生
が
絵
を
描
い
た
ま
さ
に

「
自

　
　
爺
湖
温
泉
誕
生
1
0
0
年
を
記

　
　
念
し
て
、
郵
便
局
株
式
会
社
北

海
道
支
社
が
、
「
洞
爺
湖
温
泉
誕
生

1
0
0
年
」
記
念
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
周
辺
の
景
色
の
ほ
か
「
ほ

つ
と
～
や
」
の
イ
ラ
ス
ト
、
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
ト
ウ
ヤ
マ
ン
な
ど
10
種
類

の
デ
ザ
イ
ン
で
2
7
0
0
シ
ー
ト
限

定
。
　
７
月
26
日
に
は
、
洞
爺
湖
温
泉
郵

便
局
の
提
康
之
局
長
と
虻
田
郵
便
局

の
池
田
芳
春
局
長
が
役
場
を
訪
れ
、

洞

地
域
か
ら
生
ま
れ
た
洞
爺
湖
か
る
た
。

洞
爺
湖
温
泉
の
活
性
化
を
願
い
、
長

年
洞
爺
湖
温
泉
旅
館
組
合
女
性
部
が
、

企
画
を
温
め
て
き
た
、
「
洞
爺
湖
か

る
た
」
の
絵
札
の
原
画
と
デ
ザ
イ
ン

を
担
当
し
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
の
魅
力
を
か
る
た
と
い
う

な
じ
み
や
す
い
も
の
で
、
発
信
し
よ

う
と
考
え
た
同
部
会
か
ら
白
羽
の
矢

が
立
ち
、
製
作
に
関
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
マ
ン
ガ
を
書
く

こ
と
が
好
き
で
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
体
的
に
女
の

子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

ふ
ん
だ
ん
に
取
込
ま
れ
て
い
て
、
絵

札
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　
「
は
じ
め
は
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
こ

な
く
、
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

む
の
が
大
変
。
バ
ラ
ン
ス
や
動
き
が

あ
る
絵
に
し
た
か
っ
た
」

と
3
カ
月
に
及
ん
だ
創
作

過
程
を
振
返
り
ま
す
。

　
や
り
と
げ
た
今
は「（
温

泉
生
ま
れ
な
が
ら
）
自
分

の
故
郷
を
あ
ら
た
め
て
発

見
す
る
場
面
も
あ
り
、
絵

の
勉
強
に
も
な
っ
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
と
貴
重
な

体
験
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

第５７回札幌とうや湖会総会開く
　６月26日札幌のホテルで第57回札幌とうや湖

会の総会が開かれ、会員一人ひとりが旧交を温め

あい、お互いの健康を気遣いました。

　今年は、岡村元町長、長崎前町長、真屋町長と

３代の町長がそろって出席する貴重な会となり、

またとな

いスリー

ショット

に驚きの

声が上が

っていま

した。

温
泉
誕
生
100
年
の
記
念
切
手
限
定
販
売

真
屋
町
長
に
同
切
手
フ
レ
ー
ム
を
寄

贈
来
ま
し
た
。

　
１
シ
ー
ト
（
80
円
切
手
10
枚
）
1

2
0
0

円
で
各

郵
便
局

で
取
り

扱
っ
て

い
ま
す
。

　

東 奔 西 走東 奔 西 走
　イベントの夏がやってきました。この時期は週末に
なると大きなイベントが続きます▼汗だくで動き回っ
ていますが、一向にやせる気配がみえません▼先日脳
のＣＴ検査を受ける機会があり、その時顔の厚みがあ
りすぎて、顔にかぶせる器具がはまらず、別の検出器
で行ったという恥ずかしい体験をしました▼いつもこ
ういう一瞬だけダイエットが頭の中をよぎります…。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

洞爺湖周辺のレイクサイドカフェ・ジャリブ、
レークヒル・ファーム、ホリデーマーケット
トーヤ３店共同で行ったキャンドルナイト

洞爺湖周辺のレイクサイドカフェ・ジャリブ、
レークヒル・ファーム、ホリデーマーケット
トーヤ３店共同で行ったキャンドルナイト

岡村元町長（右端）、真屋町長（中央）、長崎前町長
（左端）の３人が揃った札幌とうや湖会総会
岡村元町長（右端）、真屋町長（中央）、長崎前町長
（左端）の３人が揃った札幌とうや湖会総会

真屋町長に記念切手フレームを渡す
虻田・温泉郵便局の両局長
真屋町長に記念切手フレームを渡す
虻田・温泉郵便局の両局長
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8月のイベントカレンダー8月のイベントカレンダー（8月10日～9月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

12 13 1412 10 11 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 2 3 4 5

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・総＝洞爺総合センター　82-5111/・愛＝洞爺ふれ愛センター　87-2727/・本＝本町保
育所　76-2673/・ビ＝ビジターセンター　75‐2555/財＝財田自然体験ハウス　82‐5999/教＝教育委員会　74－3010/・国＝洞爺国
際交流協会　74-2055・町＝町民プール　76‐5020/・邦＝邦楽の会　76－2049/・歩＝歩こう会　76-3996/・商＝商工会　76-2311

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～

・歩く会No.4(歩)　
　6:00～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～

・軽スポーツ教室　
　（教）19:00～

・乳児健診（さ）受付
　13:00～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

・第21回洞爺湖水泳競
　技大会(町)12:30～
・ダッチオープンでピ
　ザ作り(財)13:00～

・北大マンドリンク
　ラブ洞爺湖演奏会
　(教)13:00～

・食育講演会
　(総)13:30～

・保育所開放（本）　
　10:00～
・墨の文化交流選抜
　展（総）9:00～

・乳児健診（さ）受付
　13:00～
・1歳6カ月／3歳児
　健診(愛)13:15～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

6 7 8 9

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～/・親子
ふれあい遊び(本)10:00
～/・納涼ビアガーデ
ン(商)15:00～

・琴による童謡ミニコ
　ンサート(邦)13:00～
・みずうみ遊び
　(ビ)10:00～

・講演会「ボランテ
　ィア精神を養う」
　(国)10:45～

発
行
日
　
平
成
22
年
８
月
10
日

通
巻
／
第
53
号

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

遠藤　花音ちゃん
（かのん）

孝幸さん・めぐみさん
５月１日生　虻８区

真さん・美奈さん
５月６日生　虻８区

星川　征輝くん
（まさき）

小林　虎太郎くん
（こたろう）

健剛さん・美樹さん
５月18日生　青１区

星野　愛依ちゃん
（めい）（さくと）

直樹さん・絹枝さん
５月12日生　入１区

直人さん・美咲さん
５月31日生　入４区

中西　咲人くん

こ
んに
ちは赤ちゃん


